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峯
田
淳
のレジェンド訪問記
おらが南高の

山形の千住ファミリー
「山形の千住ファミリー」。そう形容したくなるのが南校5回

卒業の村川透監督（82）の一家だ。千住ファミリーとは日本

画家の博、作曲家の明、ヴァイオリニストの真理子の芸術一家

のことだが、村川監督の場合、監督自身はハードボイルド、松

田優作の「蘇える金狼」「野獣死すべ

し」などのメガホンを取り、兄は山形

交響楽団創立者で指揮者の千秋、婿養

子に入った監督の岳父は鋳物職人、高

橋敬典（人間国宝）という華麗なる一

族。東京芸大を出た千秋も南校第1回

卒業生だ。

生まれは村山市。江戸時代の俳人を

子孫とし、生家は中心街の楯岡十日町

にあった旧家だが、2014年に、東日

本大震災で一部が崩壊したのを機に村

川ファミリーの拠点となるべく、監督

が「アクトザールM.」 という小さな

劇場を創設、今では山形の「文化村」

のような存在になっている。アクトは「Act」。Aは長女・綾子、

Cは兄・千秋、Tは透の略、ザール（saal）はドイツ語で劇場

とかホールの意味だ。Mは村山のイニシャル。一族と村山を強

烈に意識した施設ということになる。

村川監督は山形を拠点にし、ドラマなどの仕事で東京と行っ

たり来たりしながら、忙しい日々を送っている。8月、お盆に

なろうとする半ば、猛暑の中、駅前のホテルでお会いすること

ができた。山響創設でも奔走したこと、アクトザールM.のこと、

喜代子夫人との馴れ初め、家族のことまで熱く語ってくださっ

た。

兄との不思議な関係にはちょっと驚かされた。

「兄・千秋とは年が4歳離れているんです。子供の時から『透、

買う人、オレ、使う人』という関係で

してね。つまり、兄がやりたいことの

ために僕がお金を稼いでくるというこ

となんです。兄は経済観念がまったく

ない、今でも。山響を創る際も僕が呼

ばれて、資金集めから演奏者のお世話

まで手伝いました」

アクトザールM.は生家の跡地なわ

けだが、建設する際も兄弟の中心にい

たのが村川監督だった。ホールの天井

の太い梁は旧家のものをそのまま利用。

ホールに並ぶ椅子は天童木工に寄付し

てもらったものだそうだ。監督は趣味

が車でベンツやモーガン、日産シルビ

ア、ダットサンなどクラシックカーを所有していて、ホールの

維持のために売却したりしている。

喜代子夫人との結婚は時代、田舎ならではを感じさせたが、

一方でクスっと笑える微笑ましいものだった。村川家では婿養

子に入ることに反対され、カリエス結核を患う岳父・敬典を仙

台の病院まで見舞いに出かけ、結婚を懇願されたが、それでも

監督は決断できない。最後は喜代子夫人に押し切られるのだが、

祝
令和元年度

山形南高等学校 東京同窓会総会

弁護士　菊地 真治
（南高 38 回卒 野球部）

村川 透監督
（南高５回卒）
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アクトザールM
ここからはアクトザールM.の紹介を。ホール内には監督の

映画やドラマのVTRが400本以上も保管されている。秘蔵の

写真もたくさん展示されている。若かりし頃の監督と吉永小百

合との貴重なショット、十津川警部シリーズで主役を務める高

橋英樹との記念写真、さらに書家・高橋英樹の迫力ある「空」

「庵」などの書が所狭しと並ぶ。定期的にコンサートを開き、

有名人の講演会なども開いている。今年7月に36代目木村庄

之助を招いて講演会を行った。

「楯岡の人、山形の人にこれまで本当にお世話になりました。

アクトザールM.は『鶴の恩返し』のようなものです。人のた

めに何か役に立ちたいという思い、それで人と人がつながって

くれたらと思っています」

サポーターを募集中。維持会費は3,000円。ホールは一般

にも開放している。利用料は低額で1回2、3,000円程度から。

連絡先は安藤きわさん、電話090-7337-9850まで。

二人で青葉城に出かけ、今ならブーイングが沸き起こりそうな

プロポーズの言葉で結婚が決まった。監督のプロポーズは「結

婚してあげてもいい」。お会いした場で監督が夫人に電話を入

れ、喜代子夫人本人からも話を聞くことができた。「確かにそ

ういわれました。でも、惚れた弱みでね…」。夫人いわく、監

督は「どんな時も『はい』といわないと怒るんです。それは

50年間、変わりません」。

娘が3人、それぞれに子供が2人いて孫が6人。これから、

村川ファミリーのDNAを受け継いだ優秀なアーチストが輩出

するかもしれない。

「TM文庫」 には舛田利雄監督
から寄託された関連資料が！

天童木工の椅子が並び、
壁には珍しい作品も

屋根がかやぶき、ステンドグラスの内装の
「ふくろう郷（むら）」も必見

峯田 淳（南高28回卒）
著書「令和元年　競輪全43場　旅打ちグルメ放浪記」
（徳間書店）好評発売中
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第56回 南高祭

去る8月30日から9月1日までの3日間、第56回南高祭が開催された。

今年の南高祭のスローガンは「南ver1」であり、このスローガンには2

つの意味が込められてる。1つ目は、「令和」という新しい時代の最初の

南高祭であるということ、2つ目は、今までで最高の学校祭を創り上げ

ようということである。

南高祭は、仮装行列と前夜祭が前日に行われ、1日目が体育祭、2日

目が文化祭、最終日が一般招待と後夜祭という日程で開催された。一般

招待日の来場者数は4,000人を超え、素晴らしい盛り上がりを見せた。

3日間を通じて多彩なイベントが企画・運営され、来場者のみならず、

南高生全員、楽しい時間を過ごすことができた3日間だったと思う。

南高祭の初日を飾る体育祭は、台風

の接近による悪天候のため、午前中で中止となってしまった。

しかし、雨天の中、どの種目においても熱く勇ましいプレー

が見られ、南高生らしい素晴らしい体育祭となった。

文化祭では、各クラスの代表者

が、知恵を絞って考えた出し物を披露し、講堂は南高生の

笑いと歓声に沸き、大いに盛り上がった。

仮装行列は、部活動やクラスを代表

する面々が参加し、それぞれの個性を前面に出して仮装し、

駅前や七日町通りを練り歩き、南高祭を大いにPRした。

ポイント争
奪戦

ポイント争
奪戦

旗取り旗取り

組連合対抗
リレー

組連合対抗
リレー

The Me
n

The  Me
n

音楽部のラ
イブ

音楽部のラ
イブ

仮装行列仮装行列

体育祭体育祭

文化祭文化祭

仮装行列仮装行列
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今年は、過去最高で

ある約4,000人もの人が訪れ、大盛況であった。

後夜祭は、例年盛

り上がりを見せるフォークダンスをはじめ、

「Nステ」（NANKO STATION）決勝や女装を

競う「あこや姫」、「Mr.南高」の結果発表、

応援団引き継ぎ式などが行われた。そして、

フィナーレに花火が打ち上げられ、南高祭

の終わりを華やかに飾った。

この度は、 我が新聞部にこのような記事を書く機会を頂

き、とても嬉しく、感謝しております。さて、今年の南高祭

を振り返りますと、メインイベントとなる一般招待日は、

前々日の体育祭時の大雨もあり、どのような天気になるか大

いに不安でしたが、当日は快晴で、たくさんの方にお越しい

ただきました。新聞部で作成しました南高祭の速報版も、多

くの方に手に取ってもらえました。新聞部は、普段在校生に

向けて新聞を作成しているのですが、今回同窓会報の記事を

書かせていただくにあたり、南高祭の様子をより詳しく知っ

ていただけるように写真を多く使用する形で編集しました。

この記事を通して、今年の南高祭がどのようなものだったの

かお伝えできれば幸いです。 （南高新聞部一同）

3年生の模
擬店

3年生の模
擬店

ウォーターウォーター
　　ボーイ

ズ
　　ボーイ

ズ

Nステ優勝
者

Nステ優勝
者

第56回南高祭　パンフレット表紙

この度は、 我が新聞部にこのような記事を書く機会を頂

きき、とても嬉しく、感謝しております。さて、今年の南高祭

をを振り返りますと、メインイベントとなる一般招待日は、

前前々日の体育祭時の大雨もあり、どのような天気になるか大

いいに不安でしたが、当日は快晴で、たくさんの方にお越しい

ただただきまきましたした 新。新聞部聞部で作で作成し成しましました南た南高祭高祭の速の速報版報版もも、多多

くの方に手に取ってもらえました。新聞部は、普段在校生にに

向けて新聞を作成しているのですが、今回同窓会報の記事をを

書かせていただくにあたり、南高祭の様子をより詳しく知っっ

ていただけるように写真を多く使用する形で編集しました。

この記事を通して、今年の南高祭がどのようなものだったのの

かおかお伝え伝えできできればれば幸い幸いですです。 （南（南高新高新聞部聞部 同一同））

東京同窓会報によせて

最後の応援
 

最後の応援
 

一般招待日一般招待日

後夜祭後夜祭
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山形南高東京同窓会
平成31年 新年会
平成31年1月25日（金）18：30～
アルカディア市ヶ谷にて開催

進  吉野　禮三（南高 3回） 年男、前進あるのみ！

友  山本　芳子（南高 3回） 友好の拡大…特に若い方達とのふれあいの年に

足  大場　繁憲（南高12回）  「少欲知足」足元を固める

感  加嶋　隆夫（南高12回） 感性を磨く一年にしていく

迎  小松栄三郎（南高15回） 一人でも多くの南高同窓生をお迎えする一年にしたい

雪  柿崎　広幸（南高19回） 実家（尾花沢）の雪下ろしに何度も帰省、大変です！

継  鈴木　淳一（南高25回） 一人息子が結婚！人生のゴールを見つめ「継」いでいく

繋  土田　和男（南高25回） 人と人を繋げる一年にしたい

鮮  村岡　　登（南高25回） HPの運営に注力、鮮度ある情報を掲載したい

今年の決意を「漢字一文字」

金  安孫子謙三（南高28回） 独立2年目、健康第一で頑張ります

発  伊藤　和弘（南高32回） 情報発信に努め、人を寄せつける

耐  高橋　達志（南高32回） 人材確保に苦労…経営者として頑張る

楽  笠原　精二（南高37回） 楽して儲ける一年に、知恵を出す

乱  青木　　宏（南高39回） 一心不乱に頑張る一年に

守  淺黄　祐樹（南高45回） 守・破・離の「守」の年とする

新  黒田　治彦（南高21回） 常に新たな気持ちで、何事にも前向きに臨む

宴  毛利　　昭（南高12回） いつも楽しく生きていく

義  佐藤　守彦（南高14回）  「痛」改め「義」に生きていく

小松会長開会の挨拶
情報発信元年として
南高同窓生を糾合して
いきたい！浅黄祐樹さんのエール！

若手に魂のバトンを！

今年も元気にがんばろう！

山本芳子先輩の今年の決意!!
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平成30年度総会
̶̶第一部̶̶
平成30年11月4日日㈰14:20～
アルカディア市ヶ谷にて開催

会計監査報告会計報告

毛利顧問より役員改選案の提出 小松会長より活動報告

質疑応答

議　事
• 平成29年度活動報告
•  平成29年度収支決算報告・会計監
査報告
•平成30年度活動方針・収支予算案
•平成30年度役員改選案

講師：武田広幸氏

片桐先輩（南高12回）から南高の進学状況紹介

ビジネス交流　首都圏留学生との交流で山形を元気に！　　　　山形県東京事務所　副所長　武田広幸氏（南高34回）

平24 平25 平26 平27 平28 平29 平30 

1 山東 山東 山東 山東 山東 山東
東北6位

山東
東北8位

2 米興 酒東 鶴南 鶴南 鶴南 山 南
東北7位

山 南
東北8位

3 山 南東北8位 米興 山 南
東北17位 酒東 山西 山西 鶴南

4 酒東 山西 酒東 山西 山 南
東北20位 酒東 米興

5 山西 新北 米興 米興 米興 米興 山西

6 長井 長井 山西 山 南
東北22位 酒東 鶴南 酒東

7 鶴南 鶴南 新北 新北 長井 長井 長井

8 新北 山 南 長井 寒河江 新北 新北 新北

9 日大山形 日大山形 長井 寒河江 山中央 山北

南高の進学状況を
『都道府県別「大学合
格力」高校ランキング』
ダイヤモンド社の出版
物よりご紹介いただき
ました。

山形県内入試ランキング
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平成30年度総会
̶̶第二部懇親会̶̶
平成30年11月4日日㈰15:30～
アルカディア市ヶ谷にて開催

• 開会の挨拶
•物故者に黙祷
•校歌斉唱
•東京同窓会顧問挨拶
•山形南高同窓会会長挨拶
•山形南高校長挨拶
•ご来賓・山形県人連合会会長祝辞

式
次
第

スポーツOB会・板垣会長山形県人連合会・原田会長祝辞

大沼校長同窓会・荒井会長毛利顧問

小松会長 校歌斉唱開会の挨拶

顧問・会長・校長挨拶

ご来賓挨拶

乾杯！
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東京同窓会常任幹事

空はコバルト・元気よく！！
エール・小林一三応援団長

懇 親 会

永久司会の安孫子さんと菊地弁護士

ひとこと発言

若手も元気です！ これでも若手？ 益々元気だぞ！

こちらもお元気です♪ こちらもよろしくネ♪
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令和元年度 令和元年度

サマー･フォーラム2019
̶̶暑気払い情報交換会̶̶

6月21日㈮18:30～
アルカディア市ヶ谷にて開催

山形県東京事務所
遠藤副所長

吉野先輩
益々お元気です！

陶芸家・粕谷先輩

高橋達志さん（32回・新聞部OB）より、
懐かしの「南高新聞」贈呈

手締めはやっぱり毛利顧問 小松君英語弁論大会1位
（紙面拡大）

乾杯！
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医療法人社団三栄会

      理事長　安 藤  三 男
)生期六高南（                         

〒178-0063
東京都練馬区東大泉１－３０－４－４０１
TEL３９２３－６５００　FAX３９２３－６５０２

東大泉歯科医院

都市対抗野球　きらやか銀行応援隊派遣

南高トピックス Nankoh Topics

7月13日　東京ドーム

きらやか銀行応援隊 反省会

やまがた県人まつり代表参加 9月16日㈪11:00～ホテルニューオータニ

西高OGの皆さんと私も参加しているよ！ 村川監督&奥山理事長

南高OBの皆さん

総会の開会
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平成30年度会計報告

山形南高東京同窓会　平成30年度　収支決算書
（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

＜収　　　入＞ （単位：　　円）
項 　 　 目 H30予算額（A）H30決算額（B）比較増減（B-A） 摘　　　　　要
総 会 会 費 476,000 408,000 △　 68,000 男性＠8,000×48名女性または80歳以上＠6,000×4名
年 会 費 600,000 446,000 △　154,000 ＠2,000×223名、学生会員@1,000×0名
寄 付 金 110,000 174,124 64,124 総会来賓（６名）祝金ほか
広 告 協 賛 10,000 10,000 0 一般広告の他に、名刺広告、ホームページのバナー広告が含まれる
雑 収 入 0 3 3 預金利子
前 期 繰 越 金 879 879 0
合 計 1,196,879 1,039,006 △　157,873
＜支　　　出＞ （単位：　　円）
項 　 　 目 H30予算額（A）H30決算額（B）比較増減（B-A） 摘　　　　　要
会 場 使 用 料 0 0 0 総会会場、来賓控室は懇親会経費に計上
懇 親 会 経 費 480,000 433,676 △　46,324 飲食費、会場使用料等
会 議 費 0 3,300 3,300 役員会・学年幹事会の会場料等
総 会 案 内 経 費 400,000 380,236 △　19,764 会員拡大施策として、会報を同封して送付
議案書印刷経費 10,000 5,302 △　 4,698 総会案内経費から分計
事 務 費 50,000 74,949 24,949 消耗品代、郵送運搬費、振込手数料等
東京同窓会会報 200,000 181,440 △　18,560 印刷部数は1,000部、年会費納入者に送付
ホームページ維持費 4,500 4,363 △　 137 ドメイン名、レンタルサーバー利用料
活 動 費 50,000 88,392 38,392 本部同窓会広告協賛、本部総会祝金、東京県人会連合会への参加費補助等
特別積立金への返金 0 0 0
予 備 費 0 0 0
合 計 1,194,500 1,171,658 △　22,842

次年度繰越（収入合計－支出合計）：△ 132,652円

篤志家のご寄附の
お 願 い

東京同窓会の活動費のためにご寄附くださる方々を募集しております。
郵便局の次の口座までご送金くださいますようお願い申し上げます。
口座名：山形南高東京同窓会東京支部　口座記号番号：00110－7－581420

◇
平
成
30
年
度
に
い
た
だ
い
た
寄
付
の
内
訳

・
来
賓
祝
い
金 

５
５
、
０
０
０
円

・
懇
親
会
で
の
募
金
箱 

２
７
、
１
０
０
円

・
会
員
寄
付 

８
３
、
３
９
２
円

・
幹
事
会 

８
、
６
３
２
円

　

合　

計 

１
７
４
、
１
２
４
円

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様

遠
藤 

康
夫
様（
中
04
）
松
田 　

公
様（
南
04
）

小
笠
原
典
男
様（
南
06
）
鈴
木 　

隆
様（
南
09
）

斉
藤 　

清
様（
南
10
）
長
岡 　

勉
様（
南
17
）

柿
崎 

広
幸
様（
南
19
）
鈴
木 

淳
一
様（
南
25
）

松
川 

裕
和
様（
南
28
）
峯
田 　

淳
様（
南
28
）

伊
藤 

和
弘
様（
南
32
）
武
田 

広
幸
様（
南
34
）

伊
藤 

忠
幸
様（
南
36
）

日時：2020年11月28日（土）
　 　14：20～

場所：アルカディア市ヶ谷（私学会館）
　　　東京都千代田区九段北4-2-25
電話：03-3261-9921

 出席のご予定をお願いします！！

来年度の総会開催のお知らせ

第
十
六
号
発
行
に
あ
た
り

◆
今
年
度
、
小
松
新
会
長
就
任
後
の
常
任

幹
事
会
の
ス
タ
ー
ト
時
に
、
真
に
皆
様
に

読
ま
れ
る
会
報
誌
を
作
成
す
べ
き
で
は
な

い
か
！
と
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
抜
本

的
見
直
し
の
議
論
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◆
あ
く
ま
で
「
南
高
」
を
中
心
に
、「
同
窓

会
本
部
」と
の
連
携
に
よ
り
、卒
業
後
切
れ

て
い
る
「
南
高
」
と
の
パ
イ
プ
を
繋
い
で

い
く
の
が
同
窓
会
の
役
割
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
、「
南
高
の
今
」
を
知
り
た
い
ね
！

現
役
の
南
高
生
に
情
報
を
発
信
し
て
も
ら

え
な
い
か
？
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

編
集
の
柱
に
据
え
た
の
が
、「
南
高
生
の

今
」で
し
た
。◆
早
速
、小
松
会
長
か
ら
大

沼
校
長
先
生
に
お
願
い
を
し
て
い
た
だ
き
、

新
聞
部
顧
問
教
諭
に
繋
い
で
い
た
だ
き
、

情
報
提
供
を
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
。
◆

今
回
、南
高
新
聞
部
の
記
事
を
通
し
て
、現

役
の
南
高
生
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
青
春
時

代
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
熱
き
感
動

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。◆
一
方
、南
高
生
の

レ
ジ
ェ
ン
ド
に
光
を
あ
て
、
素
敵
な
先
輩

方
を
紹
介
す
る
企
画
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
第
一
回
は
映
画
監
督
の
村
川
透
さ
ん

（
南
高
5
回
）で
す
。ポ
イ
ン
ト
は
現
役
の

記
者
と
し
て
活
躍
す
る
峯
田
淳
さ
ん
（
南

高
28
回
）の
存
在
で
す
。今
後
も
素
敵
な
企

画
を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

◆
今
後
も
真
に
参
加
型
の
会
報
誌
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

土
田
和
男
（
南
高
25
回
）

デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
／
サ
ン
ワ
印
刷
紙
工
株
式
会
社

◆幹読い的◆会
本

ていそ現え編今沼
校

新情今役代をレ方た（南記高画◆今
し協

力デ

任にな本たた。窓れで
かか
。！ら

きき
、の大

きき
、

きき
、◆現時動の輩しんの南企

すす
。指ご

すす
。

回回
）

会
社社



灌
仏
会
は
、
釈
迦
の
誕
生
日
が

中
国
暦
4
月
8
日
と
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
典
拠
は
必
ず
し
も
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
で

は
一
般
的
に
4
月
8
日
に
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
様
々
な
草
花
で
飾

り
つ
け
を
し
、
灌
仏
桶
に
甘
茶
を

満
た
し
、
そ
の
中
央
に
誕
生
仏
の

像
を
安
置
し
、
柄
杓
で
像
に
甘
茶

を
か
け
て
祝
い
を
し
ま
す
。

月
遅
れ
／
5
月
8
日
の
花
祭
り

・
灌
仏
会

一
方
、
特
定
の
地
域
で
は
1
ケ

月
遅
れ
の
5
月
8
日
に
開
催
す
る

お
寺
が
あ
り
ま
す
。
川
崎
市
の
溝

の
口
近
郊
で
は
、
昔
は
「
飾
り
付

け
に
揃
え
る
花
が
咲
く
時
期
が
遅

か
っ
た
か
ら
」
と
の
理
由
で
、
こ

の
時
期
に
定
着
し
た
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
山
形
県
内
の
状
況

は
如
何
で
し
ょ
う
か
？

千
手
堂
（
川
崎
市
宮
前
区
神
木

本
町
）
で
は
、「
講
」
の
絆
が
今
も

残
っ
て
お
り
、
花
祭
り
の
準
備
・

運
営
、
な
ら
び
に
地
元
か
ら
の
花

の
調
達
、
ア
マ
チ
ャ
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
担
当
す
る
。

と
こ
ろ
で
、「
東
日
本
大
震
災
」

（
２
０
１
１
年
3
月
11
日
）
の
年
の

灌
仏
会
を
、
5
月
8
日
に
実
施
し

た
寺
が
あ
り
、
被
災
地
の
皆
様
へ

の
募
金
の
お
願
い
も
添
え
て
あ
り

ま
し
た
。

甘
茶
に
つ
い
て

甘
茶
は
『
大
和
本
草
』
や
『
本

草
綱
目
啓
蒙
』
に
収
載
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、『
簡
明
薬

材
学
』・
許
鴻
源
に
は

甘
茶
又
は
常
山
と
し
て
、

甘
味
と
と
も
に
防
腐
作

用
が
あ
る
こ
と
を
紹
介

し
て
い
る
。『
日
本
薬

局
方
』
に
も
収
載
さ
れ

て
い
る
生
薬
で
甘
味
剤
、

口
腔
清
涼
剤
の
原
料
や

醤
油
な
ど
の
甘
味
料
と

し
て
用
い
ら
れ
る
。

植
物
の
ア
マ
チ
ャ

（
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
）

H
y
d
r
a
n
g
e
a 

m
acrophylla var. 
thunbergii 

は
白
〜

薄
青
色
の
花
を
咲
か
せ
る
。
生
の

葉
は
甘
く
な
い
が
、
発
酵
さ
せ
乾

燥
す
る
こ
と
に
よ
り
、
フ
ィ
ロ
ズ

ル
チ
ン
配
糖
体
が
分
解
を
し
て
甘

味
を
有
す
る
よ
う
に
な
る
。

甘
茶
の
花
（
8
月
上
旬
撮
影
）

南
校
12
回
卒　

奥
山　

徹 宗隆寺・興林山（川崎市高津区溝ノ口）

令和元年11月２日発行 第16号（　）13

連載シリーズ

「
身
近
な
薬
用
植
物
あ
れ
こ
れ
」

　

そ
の
7

灌
仏
会
／
花
祭
り
と
日
本
の
伝
統

（
4
月
8
日
か
5
月
8
日
か
？
）

南
高
12
回
卒　

奥
山　
　

徹

白像について
（世田谷観音の資料より）

お釈迦様のお母様
は長い間、 子宝に恵
まれませんでした。
二十幾年の歳月の後
ある夜、 白像が右脇
から胎内に入る夢を
見てお釈迦様を懐妊
しました。 その言い
伝えにより、 花祭は
白像が奉られるよう
になりました。

明治薬科大学の学生・海外からの留学生も
一緒に、日本の伝統行事を楽しむ

子供達には大人気者の
世田ヶ谷観音の〝白象〞さん（世田谷区下馬）



（　）令和元年11月２日発行 第16号14

東
京
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

母
校
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
最
近
「Society 5.0

」
と
い

う
言
葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「Society 1.0

」
は
狩
猟
社
会
の
こ
と
で
、

農
耕
社
会
、
工
業
社
会
、
情
報
社
会
に
続

き
、
５
番
目
の
新
た
な
社
会
を
指
す
も
の

で
、
仮
想
空
間
と
現
実
空
間
を
高
度
に
融

合
さ
せ
た
超
ス
マ
ー
ト
社
会
の
こ
と
で
す
。

自
動
車
は
自
動
運
転
に
、
外
科
手
術
は
ロ

ボ
ッ
ト
に
、
電
話
対
応
は
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
が
行
う
よ
う
な
社
会
が
も
う
す
ぐ
そ

こ
ま
で
来
て
い
る
の
で
す
。

そ
ん
な
時
代
を
見
据
え
、

国
は

『Society 5.0

に
向
け
た
人
材
育
成
』
を

発
表
し
、
人
間
の
強
み
を
発
揮
し
Ａ
Ｉ
を

使
い
こ
な
し
て
い
く
た
め
に
は
、
文
章
や

情
報
を
読
み
解
く
力
、
科
学
的
思
考
力
、

価
値
を
生
み
出
す
感
性
、
好
奇
心
・
探
求

力
等
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
正
解
の
な
い

問
題
を
自
ら
考
え
、
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
る
学
習
へ
の
転
換
を
求
め
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
、
知
識
習
得
一
辺
倒
の
授
業
か

ら
の
脱
却
で
す
。

そ
こ
で
本
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
い
た
京
都
・
奈
良
へ
の
修
学
旅
行
を
見

直
し
、
普
通
科
は
台
湾
、
理
数
科
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
へ
の
研
修
旅
行
を
実
施
し
、
東

南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
流
通
や
食
糧
、
環

境
問
題
な
ど
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
諸
課

題
を
テ
ー
マ
と
す
る
課
題
探
究
学
習
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
科
学
技
術
の

目
ま
ぐ
る
し
い
進
歩
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
こ
と
へ

の
対
応
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
他
者
へ
の

思
い
や
り
、
多
様
性
の
重
視
な
ど
の
倫
理

観
・
価
値
観
も
重
要
と
な
る
た
め
、
２
学

年
の
希
望
者
１
０
８
名
を
対
象
に
「
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
の
現
役
大
学
生
と

東
京
大
・
慶
應
大
等
の
外
国
人
留
学
生
、

合
わ
せ
て
21
名
を
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
に

迎
え
、
５
日
間
に
わ
た
り
オ
ー
ル
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
や

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
し
て
意
見
交
換
す

る
他
、
少
子
高
齢
化
や
未
来
社
会
の
予
想

な
ど
の
テ
ー
マ
で
討
議
し
、
発
表
を
行
う

も
の
で
す
。

時
代
は
平
成
か
ら
令
和
へ
。
新
し
い
時

代
の
幕
開
け
に
、
新
た
な
挑
戦 ̶

 

こ
れ

か
ら
も
こ
の
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
学
校
改
革

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
幕
開
け
に
、

新
た
な
挑
戦

山形南高等学校
校長　大沼 敏美

母校の最新情報は……

山形南高等学校ホームページ
www.yamanan-h.ed.jp/htdocs/

スマホからの方は こちら➡スマホからの方は こちら➡

ブログも好評発信中!!
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「
南
高
魂　

新
時
代
へ
〜
大
進
撃
」
の
テ

ー
マ
の
も
と
、
令
和
に
な
っ
て
最
初
の
南

高
同
窓
会
総
会
・
祝
賀
会
が
5
月
24
日
多

く
の
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
参
加
を
い
た

だ
き
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
お
忙
し

い
中
ま
た
遠
方
よ
り
参
加
さ
れ
た
会
員
は

も
と
よ
り
ご
協
力
・
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま

し
た
関
係
各
位
に
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
当
番
学
年
幹
事
は
35
回
卒
（
讃

迎
会
）
と
55
回
卒
（
轟
々
会
）
で
昨
年
7

月
に
引
き
継
ぎ
を
受
け
て
か
ら
諸
準
備
に

尽
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
5
月
1

日
に
年
号
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
、
事

前
に
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
チ
ケ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
そ
し
て
総
会
資
料
の
原
稿

な
ど
新
時
代
を
迎
え
る
年
に
あ
た
り
大
変

な
ご
苦
労
を
か
け
ま
し
た
。
両
学
年
に
と

っ
て
は
忘
れ
ら
れ
な
い
総
会
・
祝
賀
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
応
援
団
と
吹
奏
楽
部
の

コ
ラ
ボ
に
よ
る
「
大
進
撃
」
の
応
援
に
加

え
現
役
野
球
部
の
40
数
名
の
飛
び
入
り
参

加
に
よ
る
応
援
の
掛
け
声
も
会
場
い
っ
ば

い
に
響
き
渡
り
参
加
さ
れ
た
同
窓
生
も
い

っ
き
に
”
若
き
情
熱
”
の
南
高
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
盛
り
上
が
っ
た
と
こ

ろ
で
乾
杯
！

私
が
会
長
に
就
任
し
て
か
ら
総
会
後
の

祝
賀
会
に
参
加
さ
れ
る
同
窓
生
は
会
長
や

来
賓
の
挨
拶
を
聞
き
に
来
る
の
で
は
な
い
。

同
級
生
は
も
と
よ
り
先
輩
・
後
輩
と
酒
を

酌
み
交
わ
し
な
が
ら
交
流
す
る
た
め
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
の
だ
。
だ
か
ら
セ
レ
モ

ニ
ー
は
30
分
以
内
。
よ
け
い
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
い
ら
な
い
。
飲
む
時
間
を
タ
ッ

プ
リ
取
る
よ
う
幹
事
に
お
願
い
し
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
現
役
生
徒
の
協
力
も
あ
り
、

応
援
歌
で
盛
り
上
っ
た
と
こ
ろ
で
乾
杯
。　　

新
し
い
時
代
に
な
っ
て
も
南
高
の
伝
統
で

あ
る
質
実
剛
健
な
祝
賀
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

東
京
同
窓
会
の
小
松
会
長
さ
ん
に
は
初

め
て
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
会
場
い

っ
ぱ
い
の
参
加
者
そ
し
て
盛
り
上
が
り
に

驚
か
れ
ま
た
感
激
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
前

会
長
の
毛
利
先
輩
も
こ
れ
ま
で
の
来
賓
席

か
ら
同
級
学
年
席
に
移
ら
れ
同
級
生
と
盛

り
上
が
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
遠
い

所
か
ら
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

東
京
同
窓
会
の
会
員
の
方
々
も
是
非
一

度
総
会
・
祝
賀
会
に
参
加
い
た
だ
き
、
南

高
の
高
校
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

む
す
び
に
、
東
京
同
窓
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
・
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

新
時
代
の南

高
同
窓
会

山形南高同窓会
会長　荒井　満

同窓会　荒井会長挨拶 校歌斉唱

応援団旗

大進撃酒
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◎
町
内
会
の
合
唱
団

私
の
町
内
に
、「
雲
の
会
」
と
い
う
退
職

し
た
男
た
ち
の
会
が
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
は

19
名
。
私
も
メ
ン
バ
ー
だ
が
、
驚
く
べ
き

こ
と
に
南
高
8
回
卒
の
斎
藤
勲
氏
も
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
。
月
1
回
例
会
を
開
い
て
い
る
。

2
年
ほ
ど
前
、
あ
る
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
小

松
さ
ん
、
合
唱
を
教
え
て
よ
」
と
言
わ
れ
た
。

私
は
突
然
の
要
請
に
ビ
ッ
ク
リ
し
、
思
わ

ず
「
本
気
な
の
？
」
と
聞
い
て
し
ま
っ
た
。

彼
は
「
本
気
だ
よ
。
他
に
も
や
り
た
い
人

が
何
人
か
い
る
。」
と
言
っ
た
の
で
、「
で
は
、

や
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
町

内
会
の
男
声
合
唱
団
が
生
ま
れ
た
。

平
均
年
齢
は
72
歳
。
ギ
ネ
ス
に
載
せ
て

も
ら
え
そ
う
な
年
齢
の
合
唱
団
で
あ
る
。
メ

ン
バ
ー
の
数
は
私
も
含
め
て
10
名
。
合
唱

経
験
者
は
3
名
。
あ
と
は
合
唱
な
ど
や
っ

た
こ
と
が
な
い
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

練
習
は
、
月
2
回
私
の
家
で
や
る
こ
と

に
し
た
。
毎
回
基
礎
練
習
に
時
間
を
割
い

た
。
発
声
法
、
音
階
の
練
習
、
音
感
の
訓

練
等
に
時
間
を
か
け
た
。
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
な
ど
は
夢
の
ま
た
夢
の
日
々
が
続
い

た
。
し
か
し
、
1
年
半
く
ら
い
過
ぎ
る
と
、

少
し
な
が
ら
ハ
ー
モ
ニ
ー
ら
し
き
も
の
が

出
始
め
た
。
2
年
が
過
ぎ
た
頃
、
奥
さ
ん

た
ち
を
招
待
し
て
発
表
会
を
や
っ
た
。
奥

さ
ん
た
ち
は
、
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
合
唱
ら

し
き
も
の
を
聴
い
た
か
ら
で
あ
る
。

今
年
の
7
月
、
大
胆
に
も
町
内
会
の
納

涼
会
で
歌
っ
た
。
聴
い
た
人
々
は
「
何
が

起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
耳
を
疑
っ
て
い
た
。

◎
森
山
三
郎
先
生
の
音
感
教
育

私
は
南
高
時
代
、
音
楽
部
に
属
し
た
。
放

課
後
音
楽
室
に
急
い
で
行
き
、
仲
間
達
と

歌
っ
た
。
糸
の
よ
う
な
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ

ー
が
出
る
と
、「
き
ょ
う
学
校
に
来
た
甲
斐

が
あ
っ
た
な
。」
と
喜
び
合
っ
た
も
の
で
あ

る
。美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
創
り
出
す
合
唱

は
、
森
山
三
郎
先
生
の
音
感
教
育
の
賜
物

で
あ
っ
た
。
南
高
の
男
声
合
唱
の
特
長
だ

っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
私
た
ち

生
徒
は
そ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
魅
了
さ
れ
て

い
た
の
だ
。

南
高
を
卒
業
し
た
後
も
、
ハ
ー
モ
ニ
ー

の
美
し
さ
を
求
め
続
け
た
。
千
葉
県
の
高

校
教
師
に
な
っ
て
合
唱
の
指
導
を
し
た
り
、

教
会
で
賛
美
歌
を
歌
っ
た
り
、
男
声
コ
ー

ラ
ス
で
歌
っ
た
り
し
て
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
の

美
し
さ
を
求
め
続
け
て
き
た
。
大
げ
さ
に

言
え
ば
、
一
生
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
付
き
合
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。

◎
南
高
生
・
卒
業
生
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

こ
れ
が
南
高
の
力
な
の
だ
ろ
う
か
。
生

涯
求
め
続
け
る
も
の
を
生
み
出
す
学
校
な

の
だ
ろ
う
か
。
ど
の
学
校
で
も
同
じ
だ
、
と

も
言
え
よ
う
。
あ
る
意
味
で
そ
れ
は
正
し

い
と
思
う
。

で
も
、
東
京
同
窓
会
の
仲
間
達
と
話
し

た
り
、
山
形
の
本
部
同
窓
会
の
総
会
を
見

た
り
、
４
０
０
０
人
の
人
々
が
押
し
か
け

る
南
高
祭
を
創
り
上
げ
て
い
る
南
高
生
を

見
た
り
す
る
と
、
南
高
生
や
同
窓
生
の
母

校
に
対
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
高
さ

は
尋
常
で
は
な
い
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

南
高
生
の

ア
イ
デ
ン
ティ
ティ
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